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 １１月３０日から倉敷市役所市民ホールで「原爆

と人間」写真展が始まりました。 
 この写真展は、倉敷市が１０月１日世界平和市長
会議に加盟したことを契機に、県原水協が開催を申
し入れ、市も後援して開催されたものです。 
 展示写真は日本原水協の作成した原爆写真パネ
ルと広島の原爆資料館から借りた写真、被爆者が描

いた原爆の絵あわせて８０点です。 
 初日の来訪者は１０４人で、ある６０代の男性が
「今の時期にこういう展示をするには何か理由が
あるのですか？」ときかれ、来年のＮＰＴのこと、
世界でそれに向け平和を求めるさまざまな活動が
進められ、日本でも署名運動を取り組み、その推進

のために開催していることを説明しました。男性は
「すごい写真ですね、いままで見たことは無かっ
た」「いいことをやっていますね、頑張ってくださ
い」と話していました。 

私は学生時代を呉市ですごしました。恩師に被爆
者の先生がおられ｢私はいつ死ぬかわからない、
だから、いま、精一杯若い人に教えたい。｣と言
っていた言葉をいまも忘れません。二度と悲劇を
おこさないよう。Ｎｏｍｏｒｅ Ｈｉｒｏｓｈｉ
ｍａ，Ｎａｇａｓａｋｉ。(５０代・男性) 

 原爆の写真を見せていただきまして、原爆の恐
ろしさ、原爆でなくなられた方々、ご遺族、また
後遺症が残されている方、本当に心が痛み、この
ような被害にあわれた方でないとわからないと
おもいます。私は原爆の恐ろしさをこの写真を見
て胸が痛くなりました。涙がいっぱいでとても気
の毒です。今後このような原爆のような恐ろしい
世の中にはしたくないです。そう願いたいです。
ありがとうございました。(５０代・女性) 

 日本原水協は１１月２８－２９日の２日間、東京で
｢ＮＰＴ代表派遣、１２００万署名推進全国交流集会｣
をひらきました。集会には４４都道府県と中央１４団

体などから１０６名が参加しました。 
 報告に立った高草木事務局長は｢ＮＰＴ再検討会議

の最終日まで６カ月と迫る状況のもとで２５２万
筆の署名があつまり、１２５０人の代表が報告され
ている。核兵器を巡る世界の流れは大きく変化して
いる。核兵器廃絶のこれまでにも増した住民ぐるみ
の大きな運動を作ろう｣と提起しました。２日間の

討論では宮崎県都城の教訓に学んで自治体ぐるみ、地
域ぐるみの運動を進めている経験や、「ピースチャレン
ジャー」運動など多彩な運動の経験が報告されました。

そして世界の変化をつかんだ運動で、被爆国の役割を
果たしていくこと、１２００万筆の達成を確認しまし
た。 


